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『十万頷般若』

千類般若』に
　　　　　　　「正法隠没」

『二万五千煩般若』『一万八

おける「正法」説示の諸相
に関する記述を手がかりとして

庄 司 史 生

1．はじめに

　従来の研究において、諸般若経典のうち、すでに1’金剛般若：‘τ万τααヲ2α／↓た元♪ア¢加砂∂γα〃u’td　’）

とつ八「類般若．〕における「止法の隠没」1あるいは法滅）に関する説示が取り上げられ、詳細

　　　　　　　　　　　しロ
な研究がなされている　このような研究状況をふまえ、本稿ではこれまでこの問題｛般若経に

おける正法とその隠没）を扱う際に用いられることがなかった、いわゆる“Larger　Pra．

．1’

i7（7p（7ramt’1（2’として…括される　1ト万煩般若二‘51　aias（t／z俗グ↓妬1）斑加⑳〃ζ〃〃而・、：二万五T一垣

般若∵PωY・w｛…　．・’atis　fl　；1…励・・川頑・ω廠、、ニー肱⊃’類般若一A迦・］・・§α迦…嫡・・．

、fi）aParai〃∫々ρ：こついて、梵本！現存・するもののみ‘、および蔵訳を補助的に取りトげて検証を

行う　それにより、サンスクリット系の言語に基づく南アジア、またチベット語に基づく内陸

アジアの仏教文化圏内における、般若経の正法説示の諸川を明らかにすることが本稿の目的で

ある

　本稿では紙幅の都合ヒ、研究の対象をヒ記文献資ネll一に限定する　以．ヒの他に、大別して基礎

的般若：経に位置付けられる般若経として、蔵訳のみが現存する　：一・万煩般若：　ほ）（1．s；as（？ノ1　（／s　ri．

た〔力πz川々／）々〃！〃1itr？　）や、“Smaller　Praj　i7　c7pc］　ra〃iit（ブ　に位置1寸けられる　：八T’類般若二

㌧4池！ぺ訪イ仇后♪アr〃れ加π〃〃r的があり、後者については先述の通り研究もなされている　本稿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なニ　で扱う　十万煩般若．等とそれらを対比しての考察は別稿にて行うことにしたい　本稿で扱う

£献資料は、表1中のF線部にあたるものである

表1　蔵訳に基づくLarger　Pra苗aparamlfaとSmalier　Pra∫fiapθramit∂一覧

Larger／）．

Slnalle1－∫）．

｜’万類：、ILI－・一新　二万五丁・煩二’、二万八丁・煩」、：一万垣二

　　　　　　　　：，
1日・新　一八「・1煩

’二二万五干煩般客，こ．．には　現観荘厳論」による改変以前・以後の旧・芽！斤テキストが現存している
“ 　八i・頚般1‘ilも1司様に同論による改変以前・以後の1日・新テキストが現存Lている．
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　ところで、表1に注記したように、現存する諸般若経の中にはマイトレーヤに帰されるf現

観荘厳という般若波羅蜜論：［Abhisama．i，c？1（tvile（？rrt－〃∂〃？a－Pra7）7（2P（2ra」nitr7．2φイ／4パα一蔽sぴα）から

f／）

の影響により経文に改変がなされていたものがあることが知られている

表2：現観荘厳論；’からの影響の有無に基づく諸般若経の分類

1現観1からの影響なし
1十万煩lI梵・蔵‘、旧’二万五千項二〔蔵．、．…万八千類一1蔵）、

r一万類：1蔵1、旧1八千項、、（1蔵

’

現観二からの影響あり　新＝二万五千填．け芒・蔵、、新：八千煩二弓C・蔵‘

　以上のように、ここで扱う般若経典は「論一！この場合はdharmaに対’するabhidharmaでは

なく、sUtraに対するupadeSa－9astraを指す1に基づき、「経」｛s〔ltra　lが改変されてきた痕跡

　　　　　　　　　しけ
を明らかに残す典籍である，つまり般若経典は、「経」を前提としてそれに基づき「論」が作成

され、そしてその「論」の理解が「経」を改変させていくことを裏付ける根拠資料が現存して

　　　　　　
トちノ

いるという点において、仏教史、特に経典の形成史を解明する上で貴重な文献資料群であると

　　　　　　　　　　
ドら　

理解することもできる＝このような理解に基づく限り、：八千類般若dから：1ソ∫類般若二の中

の特定の般若経を扱う際にも、それを常にパラレルに読み解くよう、留意すべきであるとも考

えられる、

2．研究の範囲

　本研究で扱う範囲とは、ンV千頒般若一1を例とするならば、その第10章の、いわゆる「般若経

　　　　　イゴ
南方出現説」が示される箇所にあたるr梶山雄一博士による梵本からの和訳を示すと次の通り

である，

　さらに、シャーリブトラよ、六種の完成と相応したこれらの経典は、如来の死後、正し

い教えが消滅するときに、（説法者たちが）教えと戒律を新鮮なクリーム（醍醐｝のように

受け止めるならば、南の地方に流布するであろう．南の地方からさらに東の地方に流布す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くパト
るであろう・東の地方からさらに北の地方へ流布するであろう（梶山［1974：275］）t

詳細は本稿にて示すが、上記の梵文「八千頚般若」の経文と、同箇所に対応するr卜万煩般若』

等の般若経の経文とでは文章に相違がみられることがわかる　そのような相違は、「八千項般

若」の経文に対して、経典編纂者たちが何かしらの文言を単に追記して1十万頒般若」等の般

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いい
若経を作り上げていったわけではなかったとの推定を可能にするものである，経典変容の過程

は、決して直線的なものではなかったと考えられる．
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十万姐般若＝　　1　J∫111T．煩般若lr－）∫八．「．頒般若．におけるlIE法、説示の諸相‘庄膓川

表3　本研究で扱う範囲

人分類 小分煩 梵文等 蔵訳 漢訳

Larger且 ｛・万類
ネパールf云．世写本：31

　章題欠

kamlr：31　章題欠　，

T220・1〕：39　難聞功8と；

1新〕二万

五千頒

ネパール伝世写本：章

数欠・章題欠

tan」ur：章数欠　　章

　題欠

1旧〕二万
∫1：「煩

現存せず kalエiur：3〔〕　章題欠

T220　．2　　：43　／東，1ヒ戊ブ　　　　　　　　　ー

T221：46　真知識　　　　　一

T222：該」i箇所現存せず

T223：45　聞持

一 万八千項 現存せず
kanjur：39　　　hyang

　hvogs　kvi　r・ひ一ud
T220　：3　：13・陀羅尼

明記なし

ギルギット出十写本：

　該当箇所は現存する

　が章数・章題不明

敦惇出．ヒ写本・スリラ

　ンカ出土本・中央ア

　ジア出±写本：該当

　箇所現存せず

　　　　　　　　　　　　一

‘

一
ノ∫煩 現存せず 該当経丈なし 現存せず

Smallei－P．
　　　　　類

‘kanjur　・3・．’i）タzr〔ワ｝9　i）u

噺〕fk・T一ネパ

　　　　　　　　　　　kirtana

〔WT：1（）　　sごl
von－1旦旦一Σ⊇旦g旦一Su　l　T228：10　　請量圭手

b！一血　　　　　　　　　‘T229：10　弥讃功徳‘

1旧〕八千
公頁

現存せず

kaniur　2　i．Stfe｛w）：

　1『0　…》‘
　phan　vo1ユ

kaniu1’　．1　、ど）eθ　s／ハYz・

　〃．g・s：1｛｝　　　血±］　　T220　‘・1　：10　’召ミナ寺

　　han　vc）n　　　　　　　‘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　
　
1

　　　　　　　　　‘アフガニスタンのバー：

　　　　咀せず　il，蘂設辣ll　　　　　‡；；；：㌦語≦

　　　　　　　　　　　当箇所現存せず　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　：パキスタン北部のバ　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　．　ジョー1レまたはモー　　　　　　　　　　　　T226：該当箇所現存せず

　　　　　　　　　　マンド近郊出⊥・ガ　　　　　　　　　　T225：8　悉持
　　　　　　　　　　　ンダーラ語1写本：．　　　　　　　　　　　T224：8　持
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コニ　

　　　　　　　　　1　該当箇所現存せず

※本表は、あくまでも本研究、特に本稿で扱う範囲を示すために便宜的に作成したものである　その

　ため、表中の梵・蔵と対応する漢訳の分類については、現状における想定を含むものである
Smaller　Pアζ｛加〃ρ〃σ〃zitc2に位置付！ナられる掩・蔵・漢のテキストの対応関係については庄司［2016b：

68：を参照．

※表ヰに、各写本や版本と該当する章数　章題を示す　漢訳は大正蔵（TI番号のみを示す

45
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　本研究で扱う般若経典のうち、本稿にて用いる具体的な範囲を…覧で示すと表3の通リとな
りり

る、特に本稿で扱う範囲は、表中にて強調して示した箇所である、また本稿では、諸漢訳の中

から、時代は下るものの翻訳者が一貫している玄　c602－664）訳：大般若波羅蜜多経」を参照
　　　　　　　　　　　　　エニヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　ヘ　ヘ　ヘ　ヘ　ヘ　ヘ　ヘ　　　ヘ　ヘ　ヘ　へ

し、経k読解の手がかりとする．もしも般若経におけるiE法の、本来的な説示内容（とその後
ヘ　　ヘ　　へ

の展開）を明らかにすることを第一の目的とするならば、現存する梵本や蔵訳よりもはるかに

古形を保持する漢訳をすべて参照すべきであるが、ここではそこまで扱わないこととする．

　表3に示した諸本のうち、梵文や蔵訳にはそもそも章題がないものもある＝当該箇所の具体

的な所在については、後掲のテキストとともに示す．また、三種の蔵訳『八千煩般’？’1二』！6εo

　　　　　　　　　　　　　いコ∫ぴvωノg∫，sc！cビan，’p／2η・〃9S　bci　（’a〃1など、上記太枠外の工献資料については、先述の通り別稿に

て取り扱う

3．「十万頒般若」における正法

　：十ノ∫類般若二には、ネパール系梵1写本の他、蔵訳、また対応する漢訳テキストが現存して
　　　　ロレ

いる　以下にそれぞれの記述を提示する　なお、現状において梵文写本に基づく校訂テキスト

が刊行途中であり、本稿で扱う箇所は校訂テキストが相；1」行である．ここでは梵文写本からの

和訳を本文に、翻刻テキストは後掲の注に示す．

3．1　ネパール系梵文写本の記述

　世尊は、レ・た　「そのとおりである　シャーラドゥヴァティーブトラよ、そのとおりである、

…… さらにシャーラドt’rヴァテ〈一フトラよ、この般若波羅蜜は、如来の滅により南方に流布

するであろう　〔tatha壁tasyatyayel／a．dakSi口apathe　pl：acariSyatじ，・・・…

　シャーラドウヴァティープトラよ、この甚深なる般若波羅蜜は南方からヴァルタニに流布す

るであろう　‘dakSil〕apathad　vartlanyillp　pracari＄yari　）．……

　そしてまたシャーラドウヴァテで一フトラよ、この甚深なる般若波羅蜜は、ヴァルタニから

北方に流布するであろう　〔varttanya　uuarapathe　pracariSyati　l．……

　そこでシャーラドウヴァテt一フトラよ、南方においても北方においても〔ldaksil〕apathe

璽tarapathe　ca、この甚深なる般若波羅晋1は、最後の時、最後の時期、最後の．几自年に［paScime

ka！e　paScin〕C　saTpaye　paSch口yam　I）alicaSatyami．、〔V、の仕事を〔＝蔵訳よ：）補足｝〕為すであ

ろう．それはlii∫故か．　fii∫となればシャーラドゥヴァティーフトラよ、如来の意図（tathagata－

syanUmatilは般若波羅蜜であり、般若波羅蜜は如来σ）意図である　シャーラドゥヴァティー

プトラよ、法と律が醍醐となるときにil－1法が隠没することはない．na　hi……mai］daprapte

dharlnavillaye　saddhalmamarddhanaIp　bhavatU．またその法は何であるかと言えば、すなわ
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ち、この般若波羅蜜である，……｜

　〔シャーラドゥヴァティープトラは1言った，「また世尊よ、最．後の時、エ豆後の時期1⊃p品cilne

kalC　p口CimC．　san｝a51e　l．、この甚深なる般若波羅蜜は北方に広まるであろう　［1　vaistarak王……

uttarasyarn　diSi　bhaviSyanti）」

　世尊は言った、「そのとおりである、シャーラドウヴァティープトラよ、そのとおりである＝

シャーラドゥヴァテf一フトラよ、この甚深なる般若波羅蜜は、最後の時、最後の時期に

lDaScilnC．k典IC、「paSci！！？e．．　SaTp．4．tllg　，i、北方に広まるであろう　ai　vaisraraki　bhaviSyaty　uttarasyaIn

9iSi！．そこでシャーラドゥヴァテ’f一フトラよ、最後の時、最後の特期！0p香cime　kale　paScin口

Sf311）aye・’、善男子と善女人はこの般若波羅蜜を聞くであろう、聞いてから……」

　〔シャーラドゥヴァティープトラは〕言った．’世尊よ、最後の時、最後の時期に・paScime

！こale　pqSlcimPg　salnaye）、北方において〔uttare　digbhage〕、菩薩乗に属する善男子と善女人は、

この甚深なる般若波羅蜜を聞くであろう、聞いてから……〔そのような彼らは〕どれほどいる

のであろうか一

　．世尊は言った　一またシャーラドゥヴァティーフトラよ、最後の時、最後の時其ljに1　paScime

kale　p口亘〕！C．　sall／aye　・）　．些方に多くの菩薩摩河薩があるであろう　（uttare　digbhage　bahavo

　　　　　　　　　　　　　　いはbodhisaτvξl　mahiisatx’ii　bhavisvanli〕＿

3．2　蔵訳力ンギュル所収本の記述

　世尊はおっしゃった　一シャーラド「’Jヴァテ’f一フトラよ、そのとおi）である．そのとおりで

斗一　

つ
夕）／｛）　　’’’’”

　シャーラドゥヴァテf一フトラよ、この般若波羅蜜は、如来が波してから｛de　bzhin　gshegs

pa’das　nas｝南．h一に流布するであろう　dho　phyogs　kyi　rgyud　na　spyod　pa1”gyur　le〕　……

　シャーラドウヴァテで一プトラよ、そのようにこのSiiL－：深なる般若波羅蜜’は、南方に流布して

からヴァルタニの地に流布するであろうLlho　phy・）gs　kyi　rgyud　nas　5・ul　bar　ta　ni　na　spyod　par

9yur　te1　　’’’’”

　シャーラドウヴァテで一プトラよ、そのようにこの甚深なる般若波羅蜜は、ヴァルタニの地

から北ノ∫に流布するであろう　．yul　bar　ta　ni　I〕as　by－ang　phyogs　kyi　rgyud　na　spyod　par“gyur

te〕　　一・…

　シャーラドウヴ’i’テ’t一フ．トラよ、またこの甚深なる般若波羅蜜が南方に流布して北方に流

布するとき日］〕Ophy（）gs　kyi　rgyしld　dang　byang　phyogs　kyi　rgyUd　na．）、最後．の時、最後の時

期、最後の互Fl年に‘phyi．1口a］．ζIL6　phyi　Inaj〔she　lnga　l）rg｝la玉ha　ma　la）、1ムのf」：事を為すで

あろう．それは何故か　シャーラドウヴアテで一プトラよ、それは、この如来の意図というも
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の、それは般若波羅蜜だからである　般若波羅蜜というもの、それは如来の意図である、シャー

ラドゥヴァティープトラよ、法と律が醍醐となるときに正法が隠没することはないのであり

cchos　dang’dul　ba　dar　la　bab　pa’i　tshe／dam　pa’i　chos　nub　par　lni’ gyur　te）、またその法とは

何かといえば、すなわち、この般若波羅蜜のことである

　〔シャーラドゥヴァティープトラは〕言った、「世尊よ、この甚深なる般若波羅蜜は、最後の

時、最後の時期にcslad　ma’i　dus　slad　ma’i　tshg　na　l、北方に広まるでしょう　（byang　phyogs　su

rgyaS　parシ gyUr　rO　11

　世尊はおっしゃった一「シャーラドゥヴァティープトラよ、そのとおりである　そのとおりで

あり、シャーラドウヴァティーブトラよ、この甚深なる般若波羅蜜は、最後の時、最後の時期

に．！phyi　ma’i　dus　ph｝．Ti　Ip．aii．．t込！！e　na）．、北ノ∫に広まるであろう’／　byang　phyogs　su　rgi・as　par’gyur

te　．1．そこでシャーラドゥヴァティープトラよ、最後の時、最後Q．時期1三（phyi　mali　dUS．．pbyi

ma’ i　rshe　na）、善男子と善女人らは、この甚深なる般若波羅蜜を聞くでしょう　聞いてから

　・・」

　〔シャーラドゥヴァティープトラは〕言った，「世尊よ、最後の時、．．最．後の時期に〔S垣d，JIIali

d．Us．．S！旭ma’i』ミhe　l〕al．、北方において（byang　gi　phyogs　cha　der）、菩薩乗に属する善男子と善

女人は、この甚深なる般若波羅蜜を聞き、聞いてから……〔彼らはどれほどいるのであろうか〕」

　世尊はおっしゃった，「シャーラドゥヴァテf一プトラよ、最後の時、最後の時期に〔phyi

m口中SD！コyl　ma’i　tsl］C3］a1、北方において（byang　gi　phyogs　cha　der）菩薩乗に属する善男子

と善女人は多いであろう，シャーラドゥヴァティープトラよ、菩薩乗に属する善男子と善女人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にニリ
はこの甚深なる般若波羅蜜が説かれるときに、おそれない……であろう　それはなぜか一……」

3．3　「十万頒般若二のまとめと考察

　このように、「十万煩般若』については現存梵本と蔵訳では、両者の内容がほぼ一致してお

り、正法としての般若波羅蜜の流布について：十万頷般若」は次のように述べていることがわ

かる，

「十万頒般若』：ネパール系梵本・蔵訳カンギュル所収本

　1この般若波羅蜜は、如来滅後、南方に流布する．南方からヴァルタニ（の地）、北方に流

布するだろう・

2この甚深なる般若波羅蜜（＝如来の意図）は、南方に流布し北方に流布するとき、最後

　の時、最後の時期、最後の五百年に、仏の仕事を為すであろう．

3法と律が醍醐となるときに正法（＝般若波羅蜜）が隠没することはないであろう，



川万煩股若．一ニコ∫∫［「類般若⊇1－1∫八丁煩般若にお；ナるrir法一説示の話llい庄司，

　このように「十万煩般若』によれば、如来滅後を出発点として般若波羅蜜〔経）が南、ヴァ

　　　 くびト

1レタニ、北へと伝わり、最後の時、最後の時期、最後の五iiftr．に（paScime　kale　pagcime　samaye

paScimayalp　paicaSatyalp：phyi　ma’i　dus　phyi　Ina’i　tshe　lnga　brg＞・a　tha　Ina　la）仏がなすべきこ

とをなす（sangs　rgyas　kyi　bya｝⊃a　byed　pa〔梵はkari§yatiのみ〕）ものとなる、という

　以上について、漢訳のうち、玄奨訳を参照すると次の通りである・まず梵本と蔵訳に「最後

の時、最後の時期、最後のfl二百年に．とある箇所を玄奨訳1大般若　初分．は「後時、後分、

後五百歳」〔T220（1）．voL6．539a29）と訳しており、この訳語は梵一文および蔵訳の語とそれぞ

れ対応するものであることがわかる・なお、ここでの「最後rp誌cimaごを含むフレーズの解

釈をめぐり、南アジアや東アジア仏教．文化圏においてそれぞれ解釈が重ねられていくことにな

るが、その点については改めて検討することとしたい．

　また3には「法と律が醍醐となるときに（marpdaprapte　dharmavinaye：chos　dang’dul｜）a　dar

la　bab　pa’i　tshe　l、正法が隠没することはないであろう　r　na　hi……saddharlnantarddhanalココ

bhavari：dam　pa’i　chos　nub　par　Ini’ gyur　teLとあるが、玄奨訳では「非佛所得法毘奈耶無ヒ⊥E

法有滅没相（仏が得た法と律はこの上ない正法であり、それが滅没することはない）」〔T220

‘1）．vol．6、　539b4－E）1　1iと訳している・梵蔵に「法と律が醍醐となるとき一という表現があるうち、

酒是醐となるとき　ima口daprapte：dar　la　bab　pa’i　tshe，」については、漢訳に反映されていない

ものと考えられる．

　以．ヒのように、一最後の時」が具体的には何時であ1）、またコ有、ヴァルタニ、北」が具体的

には何処であるのかは、経丈には明示されない一具体的な時期や地域については、経典編纂者

の立場からすれば、説法者や聞法者、また注釈者1さらには結果的に翻訳者・による理解に委

ねられているものと推定される．本稿では紙幅の都合．ヒ、注釈文献によるコメントを示すこと

ができないが、般若経注釈者たちは以上の経文に対して、時期や地域を具体的1二述べているこ

とを確認することができる　例えばハリバドラ〔Haribhadra：8世紀頃1は：現観荘厳論、と

r八千垣般若］とを結び1寸けて解説した：現観荘厳光明という般若波羅蜜釈：〔A　bhi．s－am（a’d！（i－

7．n　！cara－－4／θ友P々ノ）砲∂γω〃ir∂一ξひY読ノτv∂｝において「この場合の「北方」とはどこかといえば、

　　　　　　　　　　　　　　いひ
チーナrCinal等のことである」と述べている．

4．「二万五千頒般若』における正法

　：二万五千煩般若』には、梵文写本と蔵訳、対応する漢訳が現存しており、梵文写本にはネ

パール系の完本がある　蔵訳にはカンギュル所収本とテンギュル所収本とがある，これらのう

ち、ネパール系梵文写本と蔵訳テンギュル所収本は、1現観荘厳論』に基づき、同論の科文が挿

　　　　　　　　エニい
入されたものである　本稿で扱う範囲は同論による八つの現観〔アビサマヤiの中の第四現観

にあたり、その中でも特に加行のト四種の功徳の六番日の項U「〔般若経を教示するための：場
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピパ
所を判別すること」にあたるものである．

4．1　ネパール系梵文校訂本の記述

　世尊は言った，「そのとおりである．シャーリプトラよ、そのとおりである．……

　またシャーリプトラよ、この般若波羅蜜は、如来の滅により南方に流布するであろう（tathaga－

tasyAtyayena　dak§inapathe　pracari§yati）　　・s－一一・

　シャーリプトラよ、この甚深なる般若波羅蜜は、南方からヴァルタニに流布するであろう

〔dakSil〕apathad　x’arrany．i　lp　pracari5yati　i　　・・・…

　さらにまたシャーリフトラよ、この甚深なる般若波羅蜜は、ヴァルタニから北Jfに流布する

であろう　lvartanya　uttarapathe　pracari＄yatO・……

　そこでシャーリプトラよ、この甚深なる般若波羅蜜は、fムの仕事を為すであろう　それは何

故か＝何となればシャーリプトラよ、法と律が醍醐となるときに正法が隠没することはないで

あろ．う　lna　hi……marpdaprapte　dharmaYinaye　saddharlnantarddhanalp｝）havisyati）　シャー

リブトラよ、彼らは如来によって護念される．……」

　シャーリフ．トラは言った　「また世尊よ、この甚深なる般若波羅蜜は最後の時、最後の時期に

lpaScilne　kalp．．paScime　salT〕ayC．．、北」∫に1勾まるであろう　パ・aisτariki．．．　uttarasΣalp　diSi

bhavi＄yati｝」．

　世尊は、1った一「そのとおりである．シャーリプトラよ、そのとおりである・シャーリフトラ

よ、この甚深なる般若波羅蜜は、最後．q）時、．．最後の時其月にlp㊤亘nc．ドale　p〔ISci｝口e．san！亘e　l、

北方に広まるであろう　・uttarasyaln　diSi　vaistarikl　bhavisyati）　そこでシャーリブトラよ、最

．後の時、最■後の時期にlpaSc垣C．已止．．paScin斗C．担maye｝、その善男子と善女人はこの甚深なる

般若波羅蜜を聞くであろう．また聞いてから……一

　シャーリフ．トラは言った「世尊よ、最後の時、最後の時期に（paScime　kale　paSciipe．．s口naye　l、

北方において1・uttare　digbhage　）、この甚深なる般若波羅蜜を聞いてから……〔そのような二

善男子あるいは善女人はどれほどいるのであろうか」

　世尊はL「った・　また、シャーリプトラよ、最後の旺こ．拉後の畦1期．に．．（paScin〕e　k自IC．pa6cin〕e

SalnaVe：、北方において1・uttare　digbhage　l、多くの菩薩摩訓薩がいるであろう．・…・・．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以E、場所を判別することの功徳

4．2　蔵訳カンギュル所収本の記述

世尊はおっしゃった・「シャーラドゥヴァティープトラよ、そのとおりである　そのとおりで



：二万五Pl貯び1：．．一万八τ．墳股若　における「！E法』説示の諸相．川司1

あり、……

　シャーラドゥヴァテ｛一プトラよ、この般若波羅蜜は、如来が滅してから南方に流布するで

あろう　（de　bzhin　gshegs　pa　mya　ngan　las’das　nas・．　lho　phyogs　kyi　rgyud　na　spyod　par’gyur

tel　　’・’・’・

　シャーラドゥヴァテで一ブトラよ、そのようにこの甚深なる般．若二波羅蜜は、．南方からヴァル

タニの地に流布するであろう　qho　pむyogs　kyi　rgyし1d　nas．yul　bar　ta　ni　na　spyod胆r　Igriuil

te：　　’’’’”

　シャーラドゥヴァティープトラよ、そのようにこの甚深なる般若波羅蜜は、ヴァルタニの地

から北方に流布するであろう　（1　yul　bar　ta　ni　nas　l）yang　phyogs　kyi　rgr・　ud　na　spyod　par’gyur

te）　　’’’’”

　またシャーラドゥヴァティーフ．トラよ、この．甚深なる般若波羅蜜は、．南方に流布し北方に流

布するとき　dhc）phyogs　kyi　rgyrud　d〔｝ng　byang　phyogs　kyi　rgyud　na）、最後g）．時こ．．、最後の時

期、．最後の．E．百年にlphyi　in口dus　pl］＞li．；pa’i　tshe　lngf！brgya　rha　i！〕f？．！4　i、　fムの仕事を為すで

あろう　それは何故か　シャーラドゥヴァテf一フトラよ、このような如来の意図・dgongS

pa｝は何であるかとi・i’うとそれは、般若波羅蜜である，般若波羅蜜とは何であるかと．≒’えば、

それは如来の意図である．シャーラドウヴァテf一プトラよ、法と律が醍醐となるときにlE法

が隠没す三ことはないであろう　［010s’dul　ba　dar　la　bab　pa　bsran　pa，　’i　tshPi　g　Elllll！ll　pa’i　chos旦Lll⊇

ρar　mi’9yur　te　Lまたその法とは何であるかと言えば、すなわち、この般若波羅蜜である

　〔シャーラドウヴァテ・r一フ．トラは〕言った．「世尊よ：’この甚深なる般若波羅蜜は最後の時、

最後ダ）時期1；．IS］延！．IPti．’．i．（1～｝§．slad　ma’i．tsl｝g．PCI1、北方に広まるであろう‘：byang　phyogs　su　rgΣa§

par　gyUr　1＾O　l＿

　世尊はおっしゃった　「シャーラドゥヴァティープトラよ、そσ）とおりである　そのとおりで

あ：1、シャーラドウヴアティーフトラよ、この甚深なる般若波羅蜜は、最後の時、．最後の時期

：；．〔phyi　ml！ll．dys　phyi　ma’i．　tshe　na）、北方に広まるであろうi　b＿yang　phyogs　sしl　rgyas　par“gyur

te1〕．そこでシャーラドF’・「ブァテt一プトラよ・最後（b時．こ．最後0？時期に．．．！．pl〕Σi．ma］．duS　phyi

m亘亘sheI〕a㌦善男子と吉女人らは、この甚深なる般若波羅蜜を聞くであろう　・…・・

　〔シャーラドthヴァテ〈一プトラは1言った　「世尊よ、最後の時、最後の時期にTslad　ma’i

dLis　Slad　ma’i吟hC　nal、北方において｛byal／g　gi　phy（）gs　cha　der）、菩薩乗に属する善男．．t’と善

女人は、この甚深なる般若波羅蜜を聞き、聞いてから……〔彼らはどれほどいるのであろうか〕」

　世尊はおっしゃった．ニシャーラドゥヴァティーフトラよ、最後．の．時⊃．．．最後の！l寺期．（．；．．．1．pby．i

ma’i．dus　phyi　pifaiiτshe　l頂）、llヒ方においてcl　byang　gi　phyogs　cha　der　1）菩薩乗に属する善男子

と善女ノ、は多いであろう　シャーラド市ヴァティープトラよ、菩薩乗に属する善男了と善女ノ＼

　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 じ　　ハ

はこの甚深なる般若波羅蜜が説かれるときに、おそれない……であろう．それはなぜか……｜
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4、3　蔵訳テンギュル所収本の記述

世尊はおっし＆’った，「シャーリプトラよ、そのとおりである＝そのとおりであって、……

シャーリプトラよ、この般若波羅蜜は、如来が滅してから南方に流布するであろう〔de　bzhin

gshegs　pa　mya　ngan　las’das　nas　lho　phyogs　kyi　rgyud　du　dar　bar’ gyur　te　l，　・・…・

　シャーリブトラよ、またそれからこの甚深なる般若波羅蜜は、南方からヴァルタニに流布す

るであろう　｛lho　phyogs　kyi　rgyud　nas　bar　ta　nir　dar　bar　gyur　to・，……

　シャーリプトラよ、またそれからこの甚深なる般若波羅蜜は、ヴァルタニから北方に流布す

るであろう　cbar　ta　ni　nas　byang　phyogs　kyi　rgyud　du　dar　bar’gyur　te）　……

　そのようにシャーリプトラよ、この甚深なる般若波羅蜜は、仏の仕事を為すであろう．それ

は何故か，シャーリプトラよ、法と律が醍醐となるときに正法が隠没することはないであろう

からである　（chos　dang’dul　ba　dar　La　bgb－pal　t辿e　dam　p乏ユ’i　chos　nub－par　n］i．’gyur　j⊃a’i」⊇［辿

1－o・）、シャーリプトラよ、善男了、善女人は……」

　シャーリプトラは言った　「世尊よ、この甚深なる般若波羅蜜は、最後の時、最後の時期に

．！ミlqd．m口．dg§．Slqd．．m口．旦hC．nai．、北方に広まるのでしょう　（byal／g　phΣggs　su　rgyas　par’gyur

ba　lags　so口

　世尊はおっしゃった一iヤーリブトラよ、そのとおりである．そのとおりであり、シャーリ

プトラよ・この甚深なる般若波羅蜜は・最後ρ時．こ．最後の吐期；三．．回｝yi．m亘d口．phy：i　m口．！．sb．e

lla）、北方に広まるであろう　（byang　phyogs　su　rgyas　par’gyur　te〕．そこでシャーリブトラ

よ、最．後．g1？時、最後の．時期．にcphyi　I！！4．’i．dus　phyi．塑ali　tshe　na！、善男丁’あるいは善女ノvらは、

この甚深なる般若波羅蜜を聞くことになるでしょう．聞いてから……」

　シャーリプトラは言った、＝「Fl：尊よ、－最後の時、最後の時期に（slad　Ina’i　dus　slad　1／／a’i　tshe

｝！a）．、北方において恒yang　phyogs　kyi　cha　der）、善男子あるいは善．女人は、この甚深なる般

若波羅蜜を聞いてから尋ねるであろう……〔そのような彼らはどれほどいるのであろうか〕一

　世尊はおっしゃった、「シャーリブトラよ、鼓後夕）貰∴最1妾の．時期．lrr．．（phyj　Inal　d～1§pb｝・1．ma1

王ミ止］e．nal．、北方においてcbyang　gi　phyogs　kyi　cha　der　i、菩1窪摩詞薩は多くいるであろうが

……
」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にコ以上は、場所を判別することの功徳（y　u1　spyad　pa’i　yOII　tan・．）である、

4．4　：二万五千頒般若：の記述のまとめと考察

　このように、二二万五千類般若については、現存ネパール系梵本と蔵訳テンギュル所収本と

がほぼ一致していること、またそれらと蔵訳カンギュル所ji《本とでは、若干の相違がみられる



7十万類般若　　ソ∫五丁項般若　：一万八下・項般若　における一正法．説示の諸相‘圧司 へtP口

ことがわかる一先述の通り、ネパール系梵本と蔵訳テンギュル所収本は、：現観荘厳論：からの

影響により経文の改変、および同論の科丈の挿入がなされた後のテキストであり、一方の蔵訳

カンギュル所収本はその影響を受けていないテキストである，つまり、以下に分けて示す通り、

旧・新『二万五千項般若』間において、経文の相違を確認することができる・

日 『二万五千頒般若』：蔵訳力ンギュル所収本

1この般若波羅蜜は、如来滅後、南方に流布する　南方からヴァルタニの地、北方に流布

するだろう・

2この甚深なる般若波羅蜜〔＝如来の意図・は、南方に流布し北方に流布するとき、最後

の時、最後の時期、最後の五百年に、仏の仕事を為すであろう

13法と律が醍醐となるときに正法（＝般若波羅蜜）が隠没することはないであろう．

新：二万五千頒般若：：ネパール系梵本・蔵訳テンギュル所収本

　　ユこの般若波羅蜜は、如来滅後、南万に流布する、南方からヴァルタニ（の地1、北方に流

布するだろう，

！1この甚深なる般若波羅蜜は、仏の仕事を為すであろう．

3法と律が醍醐となるときに正法が隠没することはないであろう．

以上のように、旧・’1二万五千領般若二を比較すると、1に相違はないが、二は旧本にのみ

二最後の時、最後の時期、最後の五百年に」の文言がみられる他、旧本にのみ「この甚深なる般

若波羅蜜」を「如来の意図」と明示する点をあげることができる．3についても旧本にのみ「正

法」を「般若波羅蜜」とする説明がみられる．

　このように、1日・新i’1：万五千煩般若二間において、経丈に若干の異同がみられる．以一Lに

ついて、先述した：十万頸般若1の経文と対比すると、それは旧二万五丁煩般若と一致し

ていることがわかる　つまり、上記該当箇所についてはil；十万類般若』＝旧：二万五T’類般若』

ということになる．

　以．ヒのうち、旧：二Ji－hl丁’項般若、の2にみられた「最後の時、最後の時期、最後の五斤年

に」について、玄奨訳『大般若　第二分1は「後時後分後五百歳」‘T220（2Lvol．7．213c26　．）

との訳語を与えており、この点は先の1十万煩般塩と同様である　また、旧・新Y二万7il千

項般若、に共通してみられた「法と律が醍醐となるときに、正法が隠没することはないであろ

う」の筒所について、玄奨訳では「非佛所得法毘奈耶無上正法有波没相｛fムが得た法と律はこ

の上ないIE法であり、それが滅没することはない）J　t　T220〔21，VoL7、214a2－3｝と訳し、梵蔵

に一法と律が醍醐となるとき1という表現があるうち、「醍醐となるときc’　mapdaprapte：dar　la
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bab　pa’i　tshe）」については、漢訳に反映されていないものと考えられる点も、先の二十万頒般

若二と同様である．

　以上のことから、頂後の時、最後の時期、最後の五百年に」の経文に関する限り、：J二万五

千項般若二のln本から新本の間に削除がなされたか、あるいは新本はもともと以上のフレーズ

を欠く系統のテキストであったものかと推定することもできるが、現状において詳細は不明で

ある、

5，「一万八千頒般若二における正法

　：一万八．T類般若1には、蔵訳と漢訳テキストが現存している・かつてエドワード・コンゼ

（Conze，　Edward：1904－1979）が「一万八千項般若］として般若経の梵’文テキスト〔一部）を出

版しているが、厳密にはそこで用いられた写本に「一万八千項」と明記されているわけではな
に　｝

い・従って、「一万八千項」と明記された廿ンスクリット写本は、現状においてはその存在を確

認することができないことになる・なお、コンゼによりその内容が：一万八千填般若」と比定

された梵文テキストにはここで扱う当該箇所が含まれていない，ここでは現存している蔵訳の

みを示す＝

5．1　蔵訳力ンギュル所収本の記述

　世尊はおっしゃった，「シャーリプトラよ、そのとおりである・そのとおりであり、……シャー

リプトラよ、この般若波羅蜜は、如来が滅してから南方に流布するであろう　〔de　bzhin　gshegs

pa’das　nas　lhg　phyogs　kyi　rgyud　na　spyod　par’gyur　te）　　・…一

　シャーリプトラよ、この甚深なる般若波羅蜜は、南方からヴァルタニの地に流布するであろ

つ　llho　phyogs　kyi　rgud　nas　yul　ba　ta　ni　na　spyod　byarシgyur　te　1＋　　・・…・

　シャーリプトラよ、この甚深なる般若波羅蜜は、ヴァルタニの地から北方に流布するであろ

っ　‘lyul　ba　ta　ni　nas　byang　phyogs　kyi　rgyud　na　spyod　pay’gyur　te）　　……

　またシャーリプトラよ、この甚深なる般若波羅蜜は、未辛¢〉時こ．．．最後の力1百年に．・．ipa’⑰學

頭1．．du§．．垣ga．bll日：a．也a．旦！a．．01．、それらは仏のお仕事を為すであろう　それは何故か．シャー

リプトラよ、法と律が醍醐となるときに正法が隠没することはないであろうからであるLchoS

dul　ba　snying　por　gyur　na　「’daln　pa’i　chos　nub　par　mi’gyur　ba’i　phyir　ro）」

　シャーリプトラは言った＝「世尊よ、最後の時、最後の時期に〔slad　ma’i　dus　slad　ma’i　tshe

nl4．：・．、この甚深なる般若波羅蜜は北方に広まるものなのでありましょうか（byang　phyc）gs　su

rgyas　par’ gyur　lags　sam）」

　世尊はおっしゃった，「シャーリプトラよ、そのとおりである一そのとおりであり、シャーリ
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プトラよ、最．後の』寺．こ、最後の時期に．、（phyi　n迫li．d旦ミ．pb＞ii　In口．国］g．．rp．a．）、この甚深なる般若波羅

蜜は、北方に広まるであろう　［byang　phyogs　su　rgyas　par’gyur　l－o・）．シャーリプトラよ、最

．後の時こ．韓後の時期g．．．c／　pb￥i．m亘．中§．phyi　mali．旦hc．p．4：1．、そこで善男．」’・と善女人らはこの1一深

なる般若波羅蜜を聞いて……」

　シャーリプトラは言った　「世尊よ、最後の時、最後の時期にcslad　ma’iτshe　slad　rna’i　dus

照i、北方においてcbyang　phyogs　logs　su）、善男．了・あるいは善女ノ、なるものは、この甚深な

る般若波羅蜜を聞くであろう、また聞いてから……〔彼らはどれほどいるのであろうか〕」

　世尊はおっしゃった・「シャーリプトラよ、最．後の時、．最後g＞時期にlpb￥1．．ma］tshe　pb51

ma’ i　dus　na　1、北方において・byang　phyogs　l⊂）gs　su　l、菩薩摩詞薩は多いのであるが、シ“’1・一一

リプトラよ、彼らはこの甚深なる般若波羅蜜を聞くであろう、また聞いてから……　それはな
　　　　　ぐニリ
ぜか　……」

5．2　：一万八千頒般若二のまとめと考察

　このように、『一万八T頷般若、における説示内容は、先の二十万項般若．と蔵訳カンギュル

所収r二万五千垣般若二と近い内容をもつものであることがわかる

「一万八千頒般若』：蔵訳力ンギュル所収本

　1この般若波羅蜜は、如来滅後、南方に流布する．南方からヴァルタニの地、北方に流布
ピ。だろう一　　　　．　　　　一一

　2この甚深なる般若波羅蜜は、未来の時、．最後の五百年に．、仏の仕寸［を為すであろう．

　3法と律が醍醐となるときに正法が隠没することはないであろう

　この経典にみられる特徴的な箇所として、＝十万垣般若1や旧1二万五丁類般若1において、

「最後σ）ii．8・最1迦娼］1・嫉□百年．に．．lDaSφm・kal・paS・⑩e．．Saln・y・paSCima迦．　P・fi－

C番町yam：phyi．ipaii．dし！s　phyli．；nal　tshe　lnga　bllgya．．tha　ma　lこU」としていたところを、この：一

万八．T’煩般若．のみが「未来の時こ最．後の∫コ1「1年．9．．口nパ（mgs　pq’i　dgs　lnga．brg＞Jf3．．1｝｝a　n｝a　la　l」

とする点をあげることができる〔還梵すると、’anagate　kale　paScimayalp　paricagatyall／となる

であろうか）．

　以上の2「未来の時、最後の五百年に」という箇所について玄装訳：人般若　第．一：分二を参

照すると「後時後分後∫i汀歳」cT220〔3），　x，ol．7．594b25〕となっている　玄奨は先のr大般若

初分」から1同　第三分．1まで全くの同丈である，また3の「法と律が醍醐となるときに」と

いう箇所は、玄奨訳では「非佛所得法毘奈耶無上正法有滅没相」cT22（）「3｝，vol．7、594cl）となっ
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ており、この点も、1十万煩般若：、『二万五千項般若iの例と同様である．

6．その他のLarger　Prajfiaparamitaにおける正法

　ギルギットや中央アジア、スリランカから『二万五千填般若1等の大部の般若経やその断片

が出土している、それらは「十万項」や「二万五千煩」等の明記がないことから、一括して

Larger／）rCljilQP∂ra〃zit（1として理解されている’／それらの写本に即するならば、それらは単に

「般2i経」ということになり、つまりこのことから、経文に大小の異同がみられる大部の般若経

が数種現存していることになるrまたそれらはその写本類が発見された地域ではすでに仏教（あ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エごり
るいは大乗仏教1の伝統が失われてしまっており、その点ですべて「出L写本」となるもので

ある、それらのうち、まとまった形で発見された写本として、ギルギット出ヒ写本の他、敦燈

出土写本、スリランカ出土の黄金プレートに刻まれたものがあり、さらに断片的なものとして

　　　　　　　　　　　　　　　にの中央アジア出±写本が現存している，

　以上の写本類の中で、敦燈出土写本については、Suzuki＆Nagashima［2015］による研究が

あるが、同写本には該当箇所付近が欠けている、スリランカのアヌラーダブラにあるジェータ

ヴァナ・ヴィハーラ趾から出土した黄金プレートにシンハラ文字で刻まれた般若経については

HinUber［1984］による研究がなされているが、これもまた該当箇所付近が現有：していない．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にコ
管見の限り、本稿で扱う箇所が現存しているのは、ギルギット写本のみのようである

6．1　ギルギット出土梵文写本の記述

　世尊〔は言った，）「そのとおりである、シャーラドゥヴァティープトラよ、そのとおりであ

る、……　（LPG156v3－4）

　またシャーラドゥヴァティープトラよ、この般若波羅蜜は、如来の滅により南方に流布する

であろう．……c’　LPG157r2　）

　シャーラドゥヴァティープトラよ、この甚深なる般若波羅蜜は、南方からヴァルタニに流布

するであろう．……（LPG157r5－6）

　そしてまたシャーラドゥヴァティープトラよ、この甚深なる般若波羅蜜は、ヴァルタニから

北方に流布するであろう　……（LPG157r9）

　そこでシャーラドゥヴァティープトラよ、この甚深なる般若波羅蜜は、仏の仕事をなすであ

ろう．それは何故か，シャーラドゥヴァティープトラよ、法と律が醍醐となるときに正法が隠

没することはないであろう）、……（LPG157r12）

　〔シャーラドゥヴァティープトラは〕言った，「また世尊よ、この甚深なる般若波羅蜜は、最

後の時、最後の時期に、北方に広まるであろう」（LPG157v7－8）
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　世尊は言った　「そのとおりである：シャーラドゥヴァティーブトラよ、そのとおりである

シャーラドゥヴァティープトラよ、この甚深なる般若波羅蜜は、最後の時、最後の時期に、北

方に広まるであろう，（LPG157v8－9）

　そこでシャーラドゥヴァティープトラよ、最後の時、．最後の時塑に、あるもの、善男子と善

女人は、この甚深なる般若波羅蜜を聞き、また聞いてから……」tLPG］57v9）

　〔シャーラドゥヴァティーブトラは〕言った　「最後の時、最後の時期に、llL方（三、こθ）甚深

なる般若波羅蜜を間いてから・…・・……〔そのような〕菩薩乗に属する善男子と善女ノ、は、

どれほどいるのであろうか一1　LPG157v12　’，

　世尊は言った　「またシャーラドウヴァティープトラよ、最後の時、最後の時期に、北方に多

くの菩薩摩詞薩があるであろう……」（LPG158r1－2）

6．2　その他のLarger　Pra∫fiaparamitaのまとめと考察

　このように、該当箇所に関する限り、ギルギット写本の内容は新T二万f｜1千煩般若二とほぼ

一致したものであることがわかる．

ギルギット出土写本

　　！この般若波羅蜜は、如来滅後、南方に流布する・南方からヴァルタニ、北方に流布する

キミプ　）
　／＿っつ．

2この甚深なる般若波羅蜜は、仏の仕事を為すであろう

3法と律が醍醐となるときに正法が隠没することはないであろう

　以上のように、当該箇所に関する限り、ギルギット写本の記述は先の新1二万五千煩般£le

と一致したものであることがわかる・ここでは1呵テキスト形成の先後関係については考察を進

めず、ひとまず以Eの点のみ指摘することとする

7．むすびにかえて

　本稿にて提示した諸般若経の記述内容に基づき、簡素なものから詳細なものへとパターン化

iA～Clしてまとめると表4のとおりとなる　諸本間における異同箇所にト’線をて寸して示す

　本稿で扱った経文の記述を表4のように並べることができる　ただし、これを単純にハター

ン　A　．）から（○へと経典が直線的に展開したものと理解するべきではないであろう　すで

に指摘した通り、般若経の編纂者は必要に応じて経文を1寸加、削除、あるいは改変してきたこ

　　　　　　　にい
とがわかっている．このことが他のいわゆる「大乗経典一全般においても㍑えることてあるか
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表4　諸般若経における正法隠没に関する記述一覧

つ
三

つ
」 パターン

この甚深なる般若波羅

蜜は、仏の仕事を為す
であろう．

羅

後
波
最

若般る

時の

な
来

深
未

甚のこ

↓
よ音

　　　　　　　　　　　・A）ギルギソト出土
　　　　　　　　　　写本・梵｝＝新二二万
法と律が醍醐となると1五程亘〔梵・蔵｝

この般若波羅蜜は、如

来滅後、南方に流布す

る　南方からヴァルタ

の五百年に、仏の什事

きに正法が隠没するこ
とはないであろう．

を為すであろう

，B1．一万八千煩1
蔵，

二iの地）、北方に流布

するだろう
．この甚深なる般若波羅1
蜜「＝如来の意図｝は、

　　　　　　　　　　　法と律が醍醐となると
南方に流布し北方に流

　　　　　　　　　　　きにIE法．＝般若波羅
布するとき、最後の時、

　　　　　　　　　　　蜜　が隠没することは
最後の時期、最後の五

　　　　　　　　　　　ないであろう．
百年に、仏のfi：．事を為1

‘C　旧：二万五千煩1

・蔵．＝：十万煩二．梵・

蔵

どうかは現時点では不明であるが、少なくとも般若経はそのように変容しながら、幾種類もの
lVトト

般若経を生み出してきたと考えることができる，

　さて、ここで扱った諸般若経のうち、最も説示の分量が多いパターン｛C）の旧’t二万五千

項般若．と二十万項般若」は、’正法」（saddharma‘び）内実を「般若波羅蜜〔経〕」｛pra－

jriaparamiτa）であると明確に述べ、さらにそれは「如来の意図」｛tathagatasyanumati）であ

ると説明している．．般若経編纂者は「般若波羅蜜〔経〕こそが、正法である」ということを、

パターン〔C）においてのみ、明示したようである、また、すべてのパターンに共通して示さ

れる一 法と律：c　dharnia－vinaya　1iや「正法：という語は、この般若経と伝統的仏教との連続性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りのを強調する点にねらいがあるものと考えられる，

　なお、本論でも触れたことであるが、本稿で扱った仏滅後における般若波羅蜜（緬が流布

する時期や地域について、経典編纂者は「最後の時」や一北方」と記すのみである．それが具

体的に何時なのか、何処なのかといった説明は、この経典を仏説として受容する者（あるいは

させようとする者1や、注釈者たちによってなされていったものと考えられる，

　最後に、本稿では「2．研究の範囲一において二八T頬般若二におけるLE法の説示箇所を例

として示したが、そσ）経文と本稿で扱った：十万項般若『等の経文には相違がみられることを

確認した．本稿で扱わなかったSmaller　Pγ¢川砂ひπ〃lita等との比較や、注釈者たちによる理解

内容については稿を改めて論じることとしたい：’
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二八．千煩般．若！A，’「asc？hcp’i！cc2／〃イ刀ル7／）cl　1・（11〃〆／∂：Wogihara　［1932－351を使用．

ハリバドラHaribhach・a「り↓観荘厳光明という般若波羅蜜釈［　A　bhisa〃iaid（？！a）〃妬〃・A／ρ妬1’rrx．

　　　．il）c？Prtra〃1／’td－rLi’（21eh．i’r7：WOgi｝／al’a　［1932－35：　を使用．

蔵訳

カンギュ1レ所収

□万類般若」：S〃撚イ加∫融句ソ旭加アン〃1？it（2：．S’1ws　rab心・川1ia　rθ1々ぽ！z．i’ii／Pa　stθ〃9劫繰9

　　　ど）贋w／）Cl．　tl’．　by－［Dno．8：NI　IiO．9：Pnc）．73r．）｝．

7
二li　’A　’1領般苦ごPω、ビα取1轍｛s融（｛sア淡砂殉煎卿ω）｝加：S｝硲γαbぷか］1（i　rel｛1ゆ1パ｝ゆ〔↓

　　　sto〃μ♪カ〃ぼ’〃；1，1’s／2tt　1〃．g・（t　pa．　tr．　by－〔Dnr）．9：Mno．10：Pno．73D．

　　一万八「頑’般左：’　．4　r．ya∵1瀬伝α湖2〃∫γ面♪殉励∂励1↓r∂一〃（1〃7a－〃ICiノ匂・々〃〃油〃／：アノ2r榔ρα

skc・yαb　i・．vi　phaγ・・l　tzゆ1頭・吋α1・｝wi　brgN・・（｛st・η9　Pαr・h・“yαtXt　tl・c／g　t）Cl　cl’1…ゆci｛・・lci・、

　　　tr．　by　Jinamitra．　Sしlrend（．）rab（．）dhi，　Ye　shes　sde（DnoユO　NI　n（）．11：Pno．7321．

テンギュル所収

　二　：万．五1†三頁輻と．若：　：“F）ω）‘・θ1ゾη1Xr！tis（7hasri々e7／）γ4ノノ元4／）（？・ra〃1it（？：S／2es　rab左v↓／）！ra　rθ1々rノ）ノ7．x・i」1膓）〃
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外の己典、例えば　｛ll華経』における一止法i；一之説については、　lul1［19751、同11976：等に硫しい

2‘このように、／i稿では般若経における正法に関して、特に梵工および蔵訳二十ノ力搬若1’t二万五τ頒般

　lt］／一．一一万八千項授若．を扱い、ここて扱いきれない1一万項、ぐ若二と：八千項．と若1については、別稿に

て扱い、そこ　．、．＿L］的に考察を行うこととしたい

　　なお、以上は白アジア、内［占アジアft，教文化固における般若経の受谷と展開というテーマの中で特に「正

法一に関する山示をキーワードとして取り上げるものということになる　つまi）、杓「：を含む以1”の研究

テーマは、主こして一経典肩築者．の立場という、［illに着日するものとなる．ここて、一、bl典．晶三者一とは、

’，冒1己の原形成‘・Lの後、多様に展開したであろう諸般輻逢を、現存の｝「態へとまとめていt、1たものたちのこ

　ヒを指すものとする1　これに対して、一注釈者」の立場による理解：つまり論師たち、この場合川にklアジ

アの．’ 1いたちが、般イ．‘．ξにおける正法の；是示をとのように再．†rlしていたか　につ、・ては、改めて．｝！一；る必要

かある　さ；；にそ川他の干豆．．．1ヒして、1i｛　＝’　iア仏教k’　｛じ圏において、淀若経にお：ナる正法の説示をと㍉川解

　してきたか、についても姻じる必要があると思われる　その吻合は決訳者や東アジアO，，，iiflMたちの｛帽尺を主

として扱うことにな㌃　また内陸アシア」）．．．F，師たちの理｛彗那についても検討する必要がある

　以［）ように、、‘研究は乏†，ISこおltる正云の見示について、南アジア、内陛アシア、東アジアとい”t：

地域を対象とし、そこに経典而る．者、注釈者、翻沢者らによる理解ヒいう視点を加え、仏教者らがと）よう

にIL（zlを理解してきたかを明らかにすることを目指すものである　以Lの見通しを旙、にして示すヒ以ドの通

il．．、ある　本桔は］ということになる

　　　表5　般若経における「正法」説示の諸相に関する今後の研究の見通し

対宗とする仏欠之化圏　　　　　　視点　　　　　　　工として扱う経亘 ．果匙け．．写・

南アジア

［縮助的に内陸アジア・東アジア丈
　∪、」」及う

漏慕者

［補助的に蔵パ者）

十万類、　コ∫五丁・項、一コ」八丁・垣 ］

一 万垣、ノ’、千類 ，
一

注釈者 ］’万煩～八丁’垣 3

ア
’

ンア
完
仁j 注日者 十万類一八下’項 1

東アジア
凄訳者

注釈者

L塑ト八∫ぷ
十万煩一ノ’、下・類

㌦こを苫まえた、1こ若経におけるII，法理解の．V＿1史日｛」研究 t

3　川司二20161を参照　それ以朋．う研究成果については同書にまヒめて記している　この、いわゆる　現

，見荘恒論二と吐γ，iTJの経文とを”矧：祭に詰び付けて論じた注村1文献のうち、現存最古hもいは、アーリヤ・

　・ゴムクテ・1セーナ．Ary缶Vimuklisena：6世紀頃による現仕U：1∫［て注』．Abhis（〃〃r4w2／‘〃加∂γ〃．1・t’tt・i　．1”あ

る　イ鴇て扱うテキストは．kな、年代的にこれ以降）ものと考えられるという点で、／t’く研ノξのがE囲はr担肋

　ンド仏教；こ限七されたものともいえる

4．　このことは、これらズ若パ典に閃する限□、経典ば纂者とf典注，U者との境界げカイ泊三明てあることを

．L：味するものヒ理解することもてこる　編纂者と注釈者という両者の関係をどのようにとらえるべきである

か、倹討が必要となる二あろう　特に二八丁・項吐若　μ）改変については、庄司：20］6：を参照一

5　経と育がインド仏教思想史上においてどのような閲係にあ・⊃たかについては、｝1：島［L）OC）3：1－15－17S：に，1’f｛

　しく論じられている

6’…没的に股若経は紀元前後頃に原形が成tLていたと理解されるが、その後もf’が加えられ、近代に人っ
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　　てからは、例えばネパー）レては19G〔］年刊1．」：のいわゆる　Vaidva本」を用いて1、t：之写本に手が加えられてLl

　　　る｛・lf：lj”か．．知ン㌧れている．圧．司＆佐ξ・本：21．｝］9：を参照，

7‘　’｝’：川　：1989：157．］｛56：を参照、
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9．般若経．の．形成については、「E［il　7．2川51にてすでに主じ、庄川」：201（r）bllにてそれを　部修｝Fしている

　　　また、講1：llと若経の」｝二三或遣程において、厳密にいう’sら：－i”．’．八千垣侵き≡、二．か・ニノ1：わ．．ね：千垣珪若1か．1｝モみ川こ

　　れたのでは．な（、阿者の共通のルー一噛：．〃．現㍑しない1’凹T．：）］般．若．1か　から両1ζがそれぞれ発展してい・．た

　　ので．．ちる、ということについては、肛司：20191にて言及し．た
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　　i．．ji’た．な資．i・1「1・を．追加した研’完に「主｛i！：2〔）16al、「・元j：2〔）16b：、同　12（．｝171か．あろ
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　　　ξリ川」中の下括1：頚は筆．．者によるものて．ある
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　　　Nり．3S2　．3．．3．打aS－9：N（．）．3S4　．：31．1｛．．｝Dbl2

　　　　se：・『：up　Sa1’adx’lltiPUtra　ganユbhi1’a．krt〃〃カノ2「ノ’r2：3卜・1．　gc〃？1らノu’rr2　Prこ1jnaParanliし≡．｝daksi［〕烈Pathad　var：tan：、・an〕

　　prac三．u’iミyali＿　N（．）．382　3．，34．lbl：N（），3S4　．3．．4｛．）1a3．

　　　　sa3S．1＿ぐ々　kha　3．11b50u　punar　iya］l／9．　ar’advalipuri’a　gambhira　p：’ali、aparami｛a＞『≡II『rtanya　utrar：ipathc・pra・

　　carisyati．．．．No．382　－3＿．　．3！1b－1－5：NO、3S．▲　［3：　．4（．．）la7．‘

　　　　　〔atra　Saradvε1τlputra　dakSii〕aPalhe　．：〕．11b9）　u［tal’apa［he　geyaln　ga［nl）hira　P］『ajnapal’ainitA　pll　g．　．c　ime　kale

　　PaSc口nc．＼｛旦｝、［1＞wC．．PEi＞igi．i！｝．日y亘！n；．ρr↓取ゾノ〃r《Yrク？C　．1侭21．1381．V〈’ISLI：刀！？、1／Z．1）al］Caミ｛1芯la．［P．：／）θ刀C｛イミrイr二、：〈ひ？！．：．．l！t’：1．．D〈グ；｛1〈∩（11

♂．W1：．1∴．：．　karisyati．tat　kasya　het・h　ta［ha・．．IOIal2・hi　9．・・i　rad・〔lnPuu’a　laya　tathagatasyanumaU｝いa

　　PrajnaParan〕ita　sa　tac　thAgatai341blO．sya！〕umaしih　　na　hi　Sill’advatiPuu－a　l／val〕（laPraPしe　dharm；．lvinav（・sud－

　　dhai’［nanta1’ddhanaip　bhavati　　ktitiimaS　ca　sti　4｛11a13Lddharm［i　yadu［ey　［t　lp　prajl：］apal’an〕ita　　．．．　　N（．）．3，S2

　　　31　、3・▲］i），S．1日：N↓．．．L3S、．1　：3：　．］（1］alI・13

　　　　aha　　　v’aiSrArakl’i’a？「∫t　（1　rCt　1，’f：3S．11’ai’sr2r（！lti，　Pし三nar　bhagavan　1．？；｝Ssilne　．．342bS．．ki／lgi．1？．qSg．i；p〔i．s．ii．iP2｝｝1（・iyt．±l！！

　　．gambhi‘．1｛．｝2aS．ra　Prajl〕ap自rarnka　Li！tal’asyillp　diSi　bhavisyanti　b／lru・i“・r！〃〃：3S．l　bhaiマ’ミ、〃／）l

　　　　bhagavan　aha　　　e＼『an．1　c’tElc　c’h；M’advatlputrai、『aln　e［at　　：：3S！　　　：iyEIIP　Sa1－adx’titiputra　g≡imbhii’：l　pl’；．i．

　　jnaPara［una　PaSCi［！ig　ka．［．e．　Pasgin〕e　sanlaS『e　vaistarak正1i・aistar（tki：3S2　v｛iiittv．’i！“i［1．　bha｛．342b9、viSyaly　し｝Ttara一

　　こyam　　パ日2a9‘　diSil〈〃ミブ：3S4　ぱパr／　uatra　Saradk’atlpu［ra　p自＄．〔：ii｝｝g　ドξユ［e　paS（・ime　salnaye　te：：38－1　（．）n．ユ．　k，：

　　kulaputi’ab　kuladuhiiai・aS　ca　imau！／　galnbhiralp　l）rajnapa］’amita［p　l3S4　ins．　　　　Sl’（．）s＼anti　Srut、・負　．．．　．　ND．i3SL）

　　－3，　．3．12b7－1〔．）：N（．｝．3S▲　　3　　．！〔’）2：i7・9．

n
n

ぴ
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　　　　aha　．’kiyanτa　bhagavan　bodhisatvayanikah　kulaputralユkuladuhitaraS　ca　Pa＄gi！pe．．ka．1．（≡．pa．　＄．ciP？9．samaye

　　／lttare　digbhage（402a13　bhaviSyanti　ii384　ins．　｝ya　imalp　gambhi1’alp　prajn．i　paramitam　SroSyanti　Sl’utX・a

　　＿：No．382　一3］．343a1；N（．｝．3S4　「3寸．・4（1）2a12－13．

　　　　bhagay・an　aha　　　kilp　capi　Sa1＾advatiputra　paScime　kale　paScime　Sa；naye　uuare　digb止lage　bahavo　bodhi－

　　satva　mahasatva　b土lavisvan［i　　：382〈）エll．　　．．．，　l　No，382　L3－．342a2：No．38・1．3．．402bL

Lli）　　bcom　ldalユ　1　M3〔｝la61’das　kyis　bka’stsal　pa　　sha　ra　dxva／dtt・a：IIc／zt，f’1　’1　ri’i　bu　de　de　bzhin　n⊂）　　　de　de

　　bzhin　re　＿　D　：Ta：55b3：II［Da：301a5－6：‘

　　　　sha　ra　dwa：dz‘・a：NI　c／i｛ldl　Ii’i　bu　shes　I’ab　kyi　pha　rol　tu　phyin　pa　’di　de　bzhin　gshegs　pa　『das　nas　．，．　lh《）

　　phyogs　kyi　rgyud　na　spy⊂）d　par’gyur　te　＿cD　［Ta：57a4；］［［Da：303a2　1，

　　　　sha　ra　d“ra！diea：Mdl〔i〔21（NI303bllU’i　bu　de　ltar　shes　rab　kyi　p］la　rol　tu　phyin　pa　zab　rno’di　lho　phy（．）gs

　　kyi　rgyud　rlas　yし1［bar　ta．b（〃’ttl：M！）tll’rtCi”ni　na　spyod　par層gyur　te．＿（D　［Taコ57b2：NI：Da］303a8－bli

　　sha　ra　dxva：ciz｛’a：NI（／♂〔1び　ti’i　bu　de　］てar　shes　I’ab　kyi　pha　rol　tu　phyin　pa　zab　m↓．レ’di　yul　bar　talbaノ’ta：NI

！）ar　1’t｛i．　ni　nas　byang　phy⊂｝gs　kyi　rgyud．D58a1、na　spyod　par’ gyu1“te．＿ID　．Ta：57b7－58al：M　．Da一

303b8

　　sha　ra　dwaα「2｛・θ：］1〔ノr｛1々：ti’i　D5Sa6．　bu　de　lてar　shes　rab　kyi　I　NI304a8‘pha　rolてu　phy『in　pa　zab　Ino’di

lho　phyogs　kyi　l’9yud　dang　　byang　Phyogs　kyi　rgyud　na　Pi｝＞1．m；ギi．dUg．P｛！＞li．．｛i．！4i．Fil！！号、」．P．i｝｝ミ・．．．！．IPga．　．b．Tg｝lf3

　　rha　ma　la　sangs　rgt・as　kyi　bya　ba　bye（l　par’gyur　ro　　de　c［i　phyir　zhe　na　　［NI304bl｝sha　ra　d“’a・：〔ノlt・a：

　　M〔／r（，π1［i’ibu　de　ni’di　ltar　de　bzhin［D58a71　gshegs　pa’i　dgongs　pa　gang｝・in　pa　de　ni　ID　ins．”　：’shes　1’ab

　　kyi　pha　r（二）l　tu　phyin　pab　．shes　rab　kyi　pha　ro］tu　phyir〕1）a　gang　yin　pa　de　ni　iD　ins，’．l　de　bzhin　gshegs

　　pa’i｛NI304b2〕dg｛．）ngs　pa’o　・sha　ra　dwa：（／れ1α：Mc！it’c？i　ti’i　bu　chus　dang噛dul　ba　dar　la　bab　pa’i　tshe　　dam

　　pa’i　chos　l　D58b1、nub　par　mi’gyLl1・te　chos　de　yang　gar｜g　zhe　Iユa　iiD　ins．　㍑di　lta　ste　「shes　rab　kyi　pha

　　rul　tu　phyin“M30・lb3・pa’di’o　　、．－D　－Ta－58a5－b1：II　．Da．30；a7－b3，

　　　　gsol　pa　bcom！dan　NI307a．1．’das　shes　rab　kyi．D60b1‘pha　i’ol　iuphyin　pa　zab　mo’di　slad　ma’i　dus　slad

　　Ina’i　tshe　na．D　ins．　：1　b）’ang　phy∩gs　su　rgyas　par’gyur　ro’　［D　ITa〕60a7－bl：M　二Da］307a3－41

　　　　bc（m〕Idan’das　k｝－is　bka層stsal　pa　　sha　ra　dwa‘dl（・tl：M〔／t’（・〔2i・tri　bu　｛M3（）7a5‘de　de　bzhin　n（．）　．　de　de

　　bzhin　te　sha　ra　dxva、dwa：NI　du’a／ti’i　bu　shes　rab　kyi　pha　rol　tu　phyin　pa　zab　mo　D60b2㍑di　phyi　ma’i

　　dgg．．ph＞i．IPaj、．［5i）C．∫口IM．ρ口：．！｛gll庄）ins・　｝byang　Phyogs　su　rgyas　par’9yul’te　　de　la　・・｛：　I　om・　lsha　1’a

　　dwal〔／II’a：Mc／i（・d［－ti’i　bu〔M307a6　1）phyi　Ina’i　dus　phyi　ma’i　tshe　na．〆rigs　kyi　bu　dang　IM　ins．｝rigs　kyi　bu

　　m〈）　de　dag　ni｛NI　⊂）ln．〃il・shes　rab　kyi　pha　rolτu　phyin　pa　zab　mo　’di　nyan　par　’gyur　re　　〔hos　nas　．．，

　　rD60bl－2：M　LDa」307a4－6，

　　　　gsol　pa　bcom　ldan’das　slad　ma’i　dus　slad　ma’i　rshe　na　　｝〕yang　gi　phyogs　cha　der　byang　chub　selns　dpa’i

　　［heg　i　I　13⊂）7bl　pa　pa’i　rigs　kyi　bu　dan9　：1工ins，　：｝’igs　kyi　bu　m（）gang　shes　rab　kyi　pha　rol　tu　phyin　pa

　　　D61）b7　zab　mtゴdi　nyan　cing　ID　ins．　・thos　nas．，，（D　［．Ta：60b6－7：NI［Dal　307b34

　　　　bcom］dan’dat　kyis　bka’srsat　pa　　sha　ra　dwa．ch｛・a：NI　dz↓v71　ti’i　bu　phyi　Iua’i　dus　phyi　ma’i　tshe　na　IM

　　om．　lbyang　gi　phyogs　cha　der　byang　chLlb　seエns　l　l　1307b7　dpa’i　theg　pa　pa’i　rigs　kyi　bu　darlg　iM　ins．　l

　　I’igs　kyi　bu　mo　ni　c　D61a2．　mang　du’byung　ste、sha　ra　d“ralc／i《’a：Mcit｛・rZ　ti’i　bu　byang　chub　sems　dpa’i

　　［heg　pa　pa’i　rigs　kyi　bu　dang・1‘了α〃．gz　1．11a〃II　I’igs　kyi　bu　Ino　shes　rab　kyi（1　1307b8）pha　rol　tu　phyin　pa　zab

　　mo’di　bstan　pa’i　tshe．Ini｝ノη↓：D〃7．v㍑jum．，　cD61a3．）＿de　ci’i　phyir　zhe　na、．．．　cD［Ta〕61al－3；NI［Da］

　　307b6－81

［16‘o’ア）レタニについて、渡辺章悟博：士によってrttt…東とはサンスクリット文AS．　PVともにvartaniで．あ

　　　lLチベット語訳では3本ともにbai’taiii、　wartani　l：音訳する……＿1引｝・｝1中のASは：八千項般若1、PVと



　　　　　　　　　　　　7十．U煩般若二：万五．千煩般若二lr－　｝“”．∫・1’漬般若．．における一山去一説示の諸†目・庄r叩

　　　は1．一．万五千類般若二のこと1と説明されている　渡辺．20〔〕9：20∵

：17）　kim［arhv　utt（lre　dilg．bh（？Af（・，　Clna－（leSa’adau　l　Wogihara　Ll932－35：488．17－18－・．

［18）Conze「1978：34－40］、小峰ほか［2（．）15：69－70］、また庄id［2016b：33－36］を参照．

19・この箇所について谷日博．i：は、第四現観の仁：偶ab・諸魔の力を打ち負かすなど、功徳は十四種1ぎiであ

　　　る’にあたり、ト四種とは71‘魔の力を打ち負かすこと、2：仏に顧慮され面識を持たれること、3　fJ、

　　　に現に見守られていること、4）正等覚に近f．・」『いたこヒ、5）甚ノくなfi」益、61〔般若経を教示するため（：り〕

　　　場所を判別すること、7）漏出のないあらゆる徳が完成すること、8い布教者であること、91打ち砕かれ

　　　ないこと、1〔．）’）独特の善根が生ずること、ll誓願を如実に実現寸ること、12一云大な果を取得すること、

　　　］3・衆生の利益を行ずること、1．い確実に1般ド、二波羅蜜を1得ること．てあることを指摘している．谷口

　　　＿2002：251」．1．

．1　L）0　’）　　bhaga＼an　a｝ユa：e＼am　etac　chariputra　evaln　etat＿　．　Kimura　［1990：27．16］）

　　　　　＿iyaln　ca　Sariputra　prajhaparamita　tathagatasyaryayena　daksinapathe　pracariSyari　I　Kimしla　－199〔’）：2S．2〔｝一

　　　　　　　　～Ut

　　　21」

　　　　　．．．seyalp　SariPuてra　gambhira　pra．ir／　，i　par　amita　dakミinapathad　val’tanyalp　praca1’i＄yati・・・…　　．Kimui’a　．］99〔．）：

　　　28．29－30］）

　　　　　＿　sll　khalu　Pしmar　iyarp　S烈riputra　gan〕bhir［1　PraliaP；lran〕ila　＼artanya　Lit〔arapa［he　p1’aCariSy’：亘d’’’’”

　　　　KhnUra　　］990：29，8－9　‘

　　　　　．．．tatra　SAI’iputl’a　iyalp　gambhlra　pl’ajllaparamita　buddhakiltyalp　kariSyati　tat　kasya　hetor？na　hi　S烈ripLltra

　　　ma，　rpdaprApte　dharma＼inaS・e　saddharmantarddhanam　bha＼iSya〔i，　salnanvahrtas　te　Sariputra　Illaya　＿

　　　KinユUra　　l990：29．17－2（〕　）

　　　　Sariputra　aha：、’ais［ariki　punar　iyal！ユbhaga、’an　galnbhira　prajnapai’alnita　P　ii＄Slig］9．ka］C．Pf！＄．9ip｝e．S担n三ミIC

　　uuarasvaln　diS　i　bhavisvati．〔Kilnura　＿199⊂）：3〔）．㌃・8」）

　　　　bhagavan　aha：ex・a！l／etac　chAriputra　evam　etaτ，　iyalp　S・i　riputl’a　g：lmbhlra　praji／apilr．lmir，i　paScilne　kale

Pa＄Cim・SaInaye　u・τarasy洞diSi・・i・τa・ibLb211・・塾『ati・t・tl’・Sa1’ip・・u’・跡．・im・已⑪・＄．・、i！P9．Sam・ye　le

　　kulapu〔，－th　kuladuhita］－aS　ca　ya　imal］ユgambhil’alp　prajhaparalnitalp　SroSyanti　Sl’utva　ca＿　r　Kilnura．199（．）：

　　30．9ff．］）

　　　　5al・ipurra　2ha：kiF『antas　te　bhagaval／kulaputra　va　kuladuhitaro＼A　l〕havisyanti？．　ya　ima［p　gambhirarp　pra－

lnapa・・lnit砲PaS⑩］C．Ue．⊆imC．sa四｝：9．・tta・e　digi・hag・s・・t＼・…．1，limura　llggO・3（）・2（）24］・

　　　　bhaga、・an　自ha：kini　capi　Sariputra　pa＄．9i！pe　kale．．pf3＄Cii．pe．　Sa口〕ayle　ut［are　digb｝ユage　bahavt）　b⊂）dhisat［x’a

　　mah　2　sattva　bhavisvanti　．．，

　　　　iti　degani1－t］pani，　gしlnab　〔Kimura　L199（：）：30．25－3⊂）」｝

21　　bc〔〕m　ldalゴdas　kvis　D2・］3b3　bka’stsa］pa　s］／a　ra　dwa　ti’i　bu　de　de　bzhin　no　　　　：D　：de　de　bzhin

　　te　．．．〔D　．Kha．243b2－3：M　LGa」75b5）

　　　　sha　ra　d“’a：du・a：MduYr2i　ti’i　bu　〔1　・176b8：sl〕es　rab　kyl　pha　r’（）l　tu：．tit：Ddu／phyin　pa『di　de　bzhin　gshegs　pa

　　Inya　ngan　las’das　nas　［ho　l　D244b2．　phy∩gs　kyi　rgyud　n三ハspyod　par’gyur　te　＿‘D　．　Kha－‘244bl－2：M

、Ga－　76b7－8．

　　sha　I’a　dwalr／i｛・a：M（／lt’fi：ti’i　bu　・IM　ins．　lIM77a7　；・de　ltar　shes　I’al．）kyi　pha　1’ol　tuiltzt：D〆／〃l　phyin　pa　zab

In・’ di　lh・phyt・・gS　kyi・gy・d・as・・y・l　ba・taiba　rta・M々4・r・1・i・a　spy・d　p・・’gy・1’te’…・「1）［Kh・］244b6；

N［　．（｝a＿　77a6－7．‘

　　sha　ra　dwa　1’i’i　bu　　de　I　NI77b6　har　shes　rab　kyi　pha　rol　rし1．tif：D　（11t：phyin　pa　zab　［110’di　yul　｛D2．15a4

ba　1’ta：ba　rta：NI／）〔／r　ta：ni　nas；NI　ins．‘byang　phyogs　kF『i］’gyud［．la　spy（〕d　pa1”gyur　te　＿LD245a3－4i　NI

LOb
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．Ga－　77b5．6．

　　sha　ra　d、va　cit｛’（1：IIdz｛・（2：ri’i　bu　de　［rar　shes　rab　kvi

phyogs　kyi　rgyud　dang　　byang　phF’ogs　kyi　rgyud　na

tl．ia．JJiLf3．口：D　ins．　．‘D245b2　i　sangs　l’gyas　kyi　bya　ba　byed　par

sha　l’a　dwa：（h〈vi：II〔／u’r2．　ri’i　bu　de　ni’di　ltar　　．D　om，

shes　rab　kyi　pha　ro！tu　tlt：D　dit　phyin　pa’（．｝　　　shes

ni：；〃’：D〃〃：ミ　．．D　om，　．de　bzhin　gshegs：M78a71．　pa］dg（）ngs　I）a’〔．，

bu　．：Dりm．　：ch〔．，s’dul　ba　dal’la　bab　pa　bstan　pa’i．：hab／）a

　iN工TSa5．pha　r（）l　lu．itlt：D〈／lf　phyin　pa　zab　Illc．）’di　lho

　　　P｝恒亘i．．gl．y・．9．pl！｝・ii．nl亘・！｝四．．亘．．．1．些〕ga♪r鯉

　　　　　　　　　　　’9yUr　ro　　　de　ci’i　phyir　zhe　I〕a　　：NI78a6：．

　　　de　bzhin　gshegs　pa］dg（）ngs　pa　gang　yin　pa　de　1〕i

rab　kyi　pha　inl［u．ttt：D〔／it．．　phyin　pa　ga1ユg　yin　pa　de

　　　　　　　　　　　　　　　　sha　ra　dwa；c／tt’a：N正〔／Zt・dl〔D245b31ti’i

　　　　∴柵1融－：Dhab　Pa’i’．．　ishe：D　ills．：daln　Pa’i　ch”s

　　nub　par　InFgyLL1’le　chos　de　yang　gang　zhe　na　．D　om．　．’di　lta　ste　shes　rab　kyi　pha　r（，11utu：Dt∫u

　　phyin　M7Sa，S　pa’di’L）　　sha　1‘El　dw乏1．〈々〔・〔／：）lc∫　iCt’t．　tri　bu　．D　om．　．1’igs　kyi　bu’am　Dom．　　］’igs　kyi　bLl

　　In・．）．．．．D　［Khal　245b1－3：M　IGa：　78a4－81．．，

　　　　　gso▲pa　bcom　ldε」］ゴdas　shes　1・ab　kyi　pha　r〔）1　tLi．々r：D（／ztl　phyin　pa．1　r79a・1‘zab　m〔1’di　Ekd．！］？｛｝li．dUごS已d

　　p亘｝’i．．［S｝口．！｝O．　　byang　phy“gs　su　1’gyas　par’gyUI“Iwエ｝　　　D　：Kha：　2・．16a！：NI　IGa：　79a3－4．

　　　　　bc〔．）m　ldan’das　k｝・is　bka’stsal　pa　sha　ra　dwa．〈iic・α：Nr　c！　lc・∂　ti’i　bu　de　de　bzhin　no　　D　om．　　：．：D246a5，

　　dc　de　bzhin　tc・　　‘M79a5：．　sh：．口’a　dwa：de‘’（t：II（／r｛・c？1［口bu　：D〔．）m、　．　shes　mb　kyi　pha　l’〔）l　tu，々‘：Ddlfl

　　phyin　pa　zab　lnL）’di　p｝｝）li．II口’i　dus．p｝］＞li．p｝a’i［She　Ila　．　byang　phy（［gs　su　rgyas　par’gyしLl’te　　de　la　sha　ra

　　dwa‘lu・〔7：NIご／1（Yl　rVl　bu｝？i｝｝1［甲p／i．．（已S．．p．ly，：『i．．1］〕三ゴi’t．sl・｝g．．！］亘　　Dいm．　　：NI79a6．　rigs　kyi　bu　dang：Nl　ins．

　　rigs　kyi　bu］l／f」d←dag　shes　rab　kyi　pha　rりl　ru：t？r：Ddic：．　phyin　pa　zab　m〔．）’di　nyan　par　lgyu】’te　　．．．‘．　D

　　　lKha］246a．i－5：M　［Ga］　79al－61，

　　　　．gs（．）l　pa　　bc・）ln　ldan’das　　NI二9b3：ミロd．．i！）．≒i：i　dus　slad　l〕na’i　tshc・na　　byangr　gi　phlv「）gs　D24〔～b2　cha　der

　　byang　chub　sL・l／／s　dpa’i　theg　pa　pa－i　l’iSfs　kyi　bしL　dati9　：NI　ins．　　］・igs　kyi　bu　m〔．）gang　N工ins．　　shcs　1’ab　kvi

　　pha　ro］［u．ti（：L）‘↓lr．．　phyin　pa　zab　m〔．ドdi　nyan　cin9　．］Iins．　；．．　NI79b・4：thりs　［ユas．．，：L）　：Kha：　246bl－2：N正

　　LGa＿　79b2－4‘

　　　　bc・m　lda・’das　kyig．　bka’・tsal　Pa　sha　l’a　dwa．・／tl’（・・］　1　cfi（’〃：！i’i・b・：D・1…　phyi　ipa．’⑪s　phS『i　lml　6｝｝C

　　n2！　　．　M79b6　bya1〕g　gi　phy⊂｝gs　cha　del・byang　chub　sems　dpa’i　the．gr　pa　pa’i　1’igs　kyi　bu　dang　．NI　ins．　・rigs

　　kS’i　bu　D246b4　mo　ni　mang　dし1’bVuiig　sτe　　sha　ra　dwa．di（・a：NI　tlic・〃：［i’i　bu　l）yang　chub　sems　dpa’i　theg

　　pa　pa］1’igs　kyi　l．）Ll　dang｛M　ins．　！．．　Nl．179b7）rigs　kyi　bu　m↓）shes　1・ab　kyi　pha　r〔）l　tultu：D（／〃｝phyin　pa　zab

　　m｛．）’di　bs［an　pa’i　rshe　mi’jum　　．．．　de　ci’i　I　D2・46b5）phyir　zhe．NI79bS　na　＿．D二Kha：246b3．5：NI：Ga］

　　79b5．s3

22　　bc〔）m　ldan’das　k）『is　bka’s［sal　pa　　sha　1『i’i　bu　de　de　bzhin　n））　　de　de　bzhin　lc　　．．．．D　［Nga：　191a7

　　　　shil　1’i’i　bu　slK．・s　rab　kyi　pha　r〔｝l　tし［phyin　pa’di　de　bzhin　gshcgs　pa　mya　l／galコlas’das　nas　th｛．）phyogs　kyi

1’ gyud　du　dar　bar’ gyu1’te　……　：D　LNga－192a6　i

　　sh［a　ri’i　bu　de　nas　yang　shes　ral）kyi　pha　1’ol　tu　p］〕yin　pa　zab　mo’di　lho　phy（．）gs　kyi　rgy／ld　Dこls　bar　ta　nir

clar　ba1・9yu］－1＋’1）　　……　．．　D　二Nga］　192b2：．

　　sh自］’ili　bu　de　nas　y三mg　shes　rab　kyi　l〕ha　i　Dl92b6．1　rol　tu　phyin　pa　zab　m〔．ジdi　bal’］．a　ni　lユas　byang　phyogs

ky］rgyud　du　dai’ba1’gyul’te　・・…・．．　D　．Nga．　192b5－61

　　sh烈1’i’i　bu　de　ltar　shes　rab　kyi　pha　1－（）I　tu　p］ユyin　pa　zab　ml）’dis　sangs：Dl93a21　rgyas　kyi　bya　ba　byed　par

gi’ur　r∩　　de　c［i　phyir　zhe　rla　　sha　ri］bu　chos（lang’dul　ba　dar　la　bab　pa’i　rshe　dain　pa’i　chos　nub　par

lni’ gyu1’ba’i　phyir　r・）　　sha　i’i’i　bu　rigs　kyi　bu’am　’1－igs　kyi　bu　mo．．－D　［Nga］192a6－193a2）

　　sh自　ri『i　bus　gso［pa　　bc（．）ln　ldan　’das　shes　rab　kyi　pha　rol　tL↓phyin　pa　zab　lllo’di　slad　Ina’i　dus　slad　［na’i

！．sh9．！頂　　byang　phy（）gs　su　l’gyas　par’gyur　ba［ags　so　　　D　INga］　193b2．



11．・1了公亘4文？’r．　　　’tニノ了五：「．亙幽〔ξ芝「∵

一
万八「．垣股若　にお1きる「正法」説示の、；剤・目！．Jil，iJl

　　　　　bc〔．）In　ldaエゴdas　kyis　bka’stsal　pa　sha　ri’i　bu　de　de　bzhin　n〈｝　　de　debzhin　re　sha　ri’i　bu　shes．．　D193b3

　　rab　kyi　pha　rol　ru　p］lyin　pa　zab　m（1「di　Phyi．l！！9｝’i．dus　Pb）／’Lipa’i　tshe　r｝a　byang　gl｝y〔）gs　su　rgyas　par’gyu］－te

　　　　der　Sha　l’ili　bU　p｝｝）『i．Ilf！’i．．d．U§．！？1｝｝ri！n！［i．．FSbg．l！f！　　rigS　kyi　bU’llM　rigS　kyi　bU　Ino　de　dag　SheS　rab　kyi　pha

　　rol　tu　phy．in　pa　zal）mo’di　nya／p［ll”gyur　te　thos　nas……　D　－Nga－193b2－31

　　　　shA　1・i’l　bus　gsc）l　pa　　bcoln］dan’das　S口d．n口：i’．cl．Li．E｝．E！4g．IP自li．．t　tibst．！｝f？byang　pl15’ogs　kyi　cha　der　rigs　kyi　bu

　　’am　rig’s　kyi　bしI　lllo　gang　l　D　LNga」1⊆）3b7．　shes　rab　kyi　pha　i’〔）l　tu　phyin　pa　zab　mo’di　th（］s　nas’d1’i　bar

　　’9y／lr　．．．‘D　－Nga．］93b6－7：，

　　　　bc〔．｝［n　Idan：Dl9・1al／　’das　ky1s　bka’stsal　pa　sha　1’i’i　bu；？b）ii．nl！’i．dロミ．p．1］．｝’i．．甲こ亘．固｝C．1｝ll巨yang　gi　ph｝・⑪gs

　　kyi　cha　del・byang　chub　selns　dpa’sems　dpa層chcn　po［nang　du　1〕yung　mod　kvi　　．．．

　　zhes　bVa　ba　ni　yu［dpyad　pa’i　yt．）n〔an　Dl9．ユa3　nり　　　D　：Nga：193b7－194a3‘

23．　C＠nze　：1978：40－41：、　づ・［｛1季1まカ・　：2015：71：、　ま：Lこ「±｛「；　：2016b：3（ミー37：　を参．［1（｛

24｝　bc（．）m　Idan’das・Ml96a5，　kyis　bka’s［sal　pa　sha　ri’i．Dl〔｝7b5トbu　．：M〔．）m．　；de　de　bzhil／nc〕　　de　de

　　bzhin　tc　．．．．D　IKha］　］07b4．5：M　IKha：　196a・1－5．．

　　　　sha　1’ili　bu　shes　rab　kyi　pha　l’ol　tu　phyin　pa’di　ni　de　bzhin　：NIl97a6　gshegs　pa’das　nas　D　ins．　．lhc）Phyエ｝・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

gs　kyi　rgyud　na　spy（．｝d　par　9 些一ul’tC　＿：D　．1くha－　］（．｝8bl：NI－Kha」197a5－6・

　　sha　1’i’i　bしl　shes　rab　kyi　pha　rol　tu　phyin　pa　zab　mo’di　lho　phyc）gs　kyi　rgud　Ilas．D　ins，　：．　yul　ba　ta：／］a　trl：

N工　ろ，〃’ta．　ni　na　spyod　par　．｝sl197b3ニーLgyur　te　　＿　　1）　：正こ1ユa：　loSb4：）1　：1｛ha：　197b2．3

　　sha　l’ゴi　bu　shes　rab　kyi　Pha　1’oi　tu　phyin　Pa　zab　mc．）’di　yul　ba　ta．1）c／　ta：11　brf〃プ〔！　ni　I1三ls．．r）　ins．　　．　byang

phyogs　kyi　i『gyud　na　spy〔．）d　pa1”gyurしe　　＿　l　D　：Kha：　109al：N［　［Khaコ　97bS　l

　　sha　ri’i　bu　de　1［a」’na　shes　I’ab　kyi　pha　rol［u　pl／yin　l）a　zab　m（㍑cli　ni　rna．．NI］9Sa5．．1（丑〕gs　I．）a’i　dLls］1］gC　brgi・a

□．．・p｛i．1・d・d・9・・i…9・・9yas　kyi・・d・・d　P・by・d　p・・”gy・・r・　d・ci’i　Phyi・・he　na　shii・i’i　b・Sg9！・

’dul　ba　snying　p（）r　gyur　na　　dam　pa’i　chos　nub　Nn98a6‘pal’！Mi’gyu］’、D1（．）f）a5‘ba’i　phyh’rc）　　．．，．D

　　＿Kha＿　］09a4－5：M　　＿Kha－　198a－1－6

　　　　s｝mri’i　bu・gs・1　pa　bc・m　D1091〕51（laゴd・s　・lud　rnd”i⊂ius　Sl・d　1旭i　t・］1e－nEl　sh・s　1’・b　kyi　Pha　1’・］1し・

phyill　pEl　z・b　m（・’di　bya・9　Phy・．・gs－．N［19Sb］sLI　1’9Fアas　P；！1”gyul’．［〔lgs　saln　D［Kha：109b．1．5：M二Ga　l

　　l98a8－bい

　　　　bcom　ldan’das　kyis　l）ka’stsal　pa　　sha　ri’i　bu　dc　de〔∫ビd’（・：NI〔∫r〃’．｝）zhin　no　　　de　de　bzhin　le　　sha　ri’i　l）u

　　D　b｝l　MEt’i　dus　phyi［11tl’．i．．i．sbg　Iユa　　　NI198］〕2：shcs　］’ab　kyi　；DlDgb6：．　pha　rd　Iu　phyin　Pa　zab　m〔・）’di　l）Y1’｛r］gr

　　phyr）gごsu　rgyas　I〕ar’gyul・1－g　　　si／il　1・i’i　bu　phyi　ma’i　d早S　phyi　ma’i．G｝｝e　IIEI　IM　ins，　：de　na．M　oln．（1｛1〃fl．

　　rigs　kyi　bu　dar〕g　lil）エ）m．　．rigs　kyi　bu　nユ⊂）de．tt’i’：）tl　，Lf（！〃、4　dag　shes　rab　kyi　pha　l’ojτu　NI19Sb3　phyin　pa

　　zab［no’di　I／ya　il　paT＾1gyur　zhing　　！hc）s　nas　kyang＿　D　：Kha］　lc）9b5．6：N［　：Ga：　198bl．3

　　　　shA　r［i　bus　gsol　pa　　bcom　［dan　’das！！4d．．ip！ii　～．！hg．S！旦d．．．．）・　！．i．9）｝Fblz／．．PIC’i．．｛IVI　mp　　byar〕91）］lyogs　logs　su

　　rigs　kyi　bLL’aln　　rigs　kyi　bu　m（．｝9≡mg　dag．1　M〔♪m．　r∫rt／g””shes　rab　kyi　pha　1’o［tu　phyin　Pa　zab［nc｝’di　nS・an

　　par－gyur’zhi！ユg　．［）〔．、m．　．thos　nas　kvang．．．　D11｛．la2：M　．Ga．　198b（5－7

　　　　bcりnコldan’das　kき『is　bka層stsa［pa　　s［la　1’《i　bu　PhS’i　i？？flli．．［ご1〕e　Phyi．P｝ai．．～］．Uこ．na　　‘Dl］〔）a31　bF’ang　phy〔．）gs

　　l〔．｝gs　su　byang　chub　s（・ms　dpa’sems　dpa’chen　I）↓｝ni　mang　du’byung　m（）d　kyi　：D　om．　；shii　ri’i　bu　gang

　　dag　shes　．　N【199b2：1’ab　kyi　pha　I’ol　tu　i）hyin　pa　zab　ln（’㍉di　nyan　par’gr’Ul’ba　dang　　thos　I）as　kyとlng

　　　Dl1｛〕a2－3：N1．Ga－］99bl－2

251「出ヒ写本一と一伝ll｝：写本一の語については、松田．刊信［2014：〔～－8二を参照

26．1　小［峰．ほか　［2（．．）15：409－42・4］所」「（、∫川納和1：P　‘．：ll”メ本と挿乞・：人装飾1フ王　を参リ；；．

27．　ギルキ．一ト写本については、Karashimaほか120161によil、’ゲ真版が「1」k二二れている　ここでi罫［」訳
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　のみを記すこととしたい

｛28．般若経の改変については、庄司：2016b：にて論じた

［29：中央アジアから断片的に発見されているLarger　Pray’ノ）c？Pcjrainitr2を見る限り、おそらくは写本の数だけ般

　若経の数があることになるのではないかヒも思われる　中央アジアにおけるLargerノ）γψ｝⑳々アθ〃2∫r∂断片に

　関する研究が既に多くなされている・庄司12016a：33］を参照1＝

i30．　ここで扱うコE法」理解にかかわる問題は’仏説論」というキーワードの枠内において考えられるべき

　ものといえるのかもしれない＝仏説論の展開については、例えば本庄［2011：や、藤田120101等がすでに

　詳細に論じている

＼キーワード・般若経、正法，仏説論

＊本研究はJSPS科研費18K12202（インド仏教におけるもうひとつの般若経解釈史）による研

究の一部である．
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Summary

Various　Aspects　of　the　Preaching　Saddharma

　　　　　　in　the　Larger　Prajfiaparamita　SUtras

　　Focusing　on　Descriptions　of　Sαddhαrmαsyd．ntαrdhδnα

　　　　　　　　　　　　or　the　Concealing　Saddharma

Fumio　SH（）II

How　have　Buddhists　been　careful　t（’l　keepαり2αノ’〃1‘z　I　Buddhist　teachings　）preached　by　the

Buddha　from　disappearing？Afτer　the　death　of　the　Bしlddha、　some（⊃f　them　seelned　to　have

compiled　the　Prapt2paramita　S〔ltras　in（）rder　to　preserve　sσ〔7〔ノノ1（zrl〃（i，　nalnely，　the　I’ight

teaching，　And　it　is　known　that　there　a1’e　descriptions（．｝f　the　concealing　sad（／ha〃ノlct　ilユthe

Prajfi　，i　paramita　S〔1t1’as．　Those　who　compiled　these　scriptures　had　mentic〕ned　the“・ay　t（）

keep▽〃ん〃？ctr〃ICt　fro1〕ユdisappearing　according　to　theirぐ｝wn　understanding．

　　M〈．｝dern　researchers　have　alreadv　studied　in　detail（二）n　the　nlatrer　on　sαζ／〔〃z〔tri7？ctsx’d〃i（11’dhイ？〃cl

Ineanin9　’the　colユcealing　the　right　teaching’and　．s’a‘／〔／ノ2tlr〃7α．r’iPxa！θノ）〈｛　mearlin9　晶the

disappearing　of　the　right　teaching’which　al’e　referred　to　in　the　，－1，’t（ts（7ノ？　as　yik　r7・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ

／〕ノ’qf／7r7pr7ra〃1〆τ∂　（Eight　thousand　Lverses」　ol　Pertection　c）I　XVisdoln．l　and　in　the

τWM（・c／zrc／i！e（？．♪r（ijフ｝∂ノ）c7　ra〃？it（？（Diamond　Cutter　of　Perfection　of　VVisdom｝．

　　In　this　paper，　I　invesrigared　on　this　Inatter　referring　t⊂）Passages　in　the　so－called

Larger　Pralflaparamita　S〔1tra　such　as　the　Sαれsイ7ノ？as）’〆た〔7－／）ノ’4ノ’ノ7ご7／）c2・ra〃litii　lOne　hundred

thousand　：verses］　of　Perfection　of　Wisdom　l．the、Pイ〃元（・αrゾ〃∫α’〆∫r2／iasri！e（？－1万’4ノノi〔71）々ノ’ci〃1itd

〔Twerlty－five　thousand　［verses］of　Perfection　of　Wisd（）m〕and　the．4，’t（2〔ノas’asc7hasrifec7－

♪ア¢加r7ノ）c7ra〃2↓1哲（Eighteen　thousand［verses：of　Perfecti〈m（）f　Widom）which　resea1－chers

have　not　referred　to　c）n　this　topic　before．　Using　mainly　existing　Sansk1’it　rexts〈）f　these

sutras　and　sしlbsidiarily　Tibetan　translations　of　these　sutras，　I　examined　sanユp］e　passages

and　gave　the　problem　some　consideration．

　　Through　carrying　out　this　investigation，　hntended　t（．）clarify　one　of＼・arioし1s　aspecrs　of

the　preaching　s〔7〔ノdhai’〃lti　・the　righ（teaching｝lnenti⊂）ned　in　the　Prajnaparan亘ta　SUu’as
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spread　over　Buddhist　cultural　spheres　in　South　Asia　using　Sanskrit　and　similar

languages　and　in　Inland　Asia　using　Tibetan　language．　With　1’egard　to　passages　in　the

［）α▽5α1zα∫万妬一♪抱元ノ画りζ7グω）7iオク　［Ten　thousand　：verses］of　Perfection　of　Wisdon〕）．　the

ASれ∫々ノzrz∫〃ん∂－pra．ノノ7⑳πM〃iitc’i　（Eight　thousand　［verses］　of　Perfection　of　Widom）　and

other　silnilar　sutras．　I　will　discuss　this　Inatter　in　another　article．


